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本日の流れ

①昨年度の進学実績

②大学受験全般

③３年生進路指導計画

④受験生の保護者としての心構え

①昨年度の本校の進学実績

②入試の概要

③進路関係年間計画（３年生）

④受験生の保護者としての心構え



①昨年度の進学実績



「進路の手引」掲載資料
５月末発行予定







国公立大学の昨年度 合格者数／受験者数  合格率
（現役生のみ）

全体  103名合格／356名中 28.9％

岐阜愛知のみ 34名合格／149名中 22.8％

   岐阜愛知以外 69名合格／207名中 33.3％

※自宅から通える地元の国公立大学の魅力は大きいが、

合格率だけで見ると外へ出た方が高くなる。

学びたいことが学べる学校があれば、

外に目を向けることも検討を。











【国公立大学の合格状況は、推薦19、 前期６４、中後期20】

※推薦入試で不合格だった生徒も、一般入試で国公立大学に合格

前期試験で不合格だった生徒も、後期試験で合格

※地方国公立大学を目指し、合格した生徒の増加

※2年3月で基礎学力のある生徒（スタディサポートB1以上）は

希望する国公立に合格する生徒が多い

岐阜大学
6名合格



【合格を勝ち取った生徒に見られる傾向】

④最後まであきらめないで、努力を続けることができた人
→前期試験で×でも、後期合格をつかみ取る！

②安易に教科を絞らないで、バランスよく力をつけられた人
→・入試方式、選択肢を狭めず、出願機会の幅が広がり合格確率
・１科目の失敗を他でカバーできる（リスク分散）
科目を絞る方が一見効率的に思えるが、合格可能性を広げる戦略になる

①学校生活に軸足を置いて、欠席・遅刻なく授業を大切にできた人
＝タイムマネジメントがきちんとできる人

③周りの人に相談をし、謙虚に意見に耳を傾け、
広い視野で考え、自分でしっかり決断できた人



②入試の概要



高校入試と大学入試の違い

受験生

高校入試 大学入試

約１.２万人 約50万人

＊共通テスト志願者

学校数
８７高校 約800大学

約40倍

約９倍

入試倍率
約1.●倍 約２～３倍

※岐阜県内高校の場合

※岐阜県の県内同学年生徒数

2

※私立専門含む





総合型選抜

不必要

指定校

専願（合格したら必ず入

学しなければならない）
専願が基本

私立 国公立 私立 国公立＆私立

本校と大学側の条件を満

たせば出願可。校内選考

あり。

大学側の条件を満たせ

ば出願できる

高校の評定平均値が重

視される。

募集人員が少ない。成績

基準が厳しい場合が多く、

人数制限がある場合も。

共通テストを課す場合もあ

る。

募集人員がかなり多

い。成績基準を設けな

い場合もある。

選考に時間をかけたり、

活動実績書など多くの書

類の準備が必要になるこ

とが多い。

一

般

選

抜

公募制

専願or併願

本校と大学側の条件を満たせば出願できる

(国公立で人数制限がある場合は校内選考あり)

学校長の推薦が必要

学校推薦型選抜



推薦入試について

学校推薦型選抜について（基本は専願）

国公立大学

①公募制：共通テストを課さない推薦（１１月出願）

②公募制：共通テストを課す推薦（１２月出願 or １月出願）

私立大学

①指定校制

※該当する大学等の情報を、９月に進路支援室前に掲示

②公募制（併願可もあり）



＜公募制推薦（国公立・私立） ＞

大学の基準を満たす者で、校長が責任をもって推薦できる者

・ 高校での学業成績（評定平均）をもとに校内選考（国公立）

・ 欠席・遅刻・早退の合計が３年間で２０回程度（特別な事情を除く）

・ 専願校は、同時に複数の大学に出願することはできず、

受験・入学を辞退できない。

・ 国公立大学は、1大学1学部1学科1回のみ

学校推薦型選抜



学校推薦型選抜
＜指定校制（私立大学のみ）＞

大学の示す基準を満たす者で、校長が責任をもって推薦できる者

・高校での学業成績（評定平均）をもとに校内選考

・欠席・遅刻・早退の合計が３年間で２０回程度（特別な事情を除く）

・出願は１人１回限り

・校内選考が通れば、合格の可能性が高いが、

出願が決定した場合は受験・入学を辞退できない

・大学の成績追跡があり、場合によっては指定校枠が取り消されることも！



総合型選抜（以前のAO入試）

大学が求める人物像（アドミッション・ポリシー）に
合う学生を採用する入試

※高校時代の十分な活動実績がある人
大学で学びたい内容や将来その学びをどう生かすかが具体的で、
大学が求めるAPに自分がふさわしいことを
根拠をもって書いたり語ったりして、熱くアピールできる人

   選考方法：活動実績書などの書類選考、
面接試験、小論文、グループディスカッション等



【重要】大学入試の主なスケジュール（2027年度入試）

～６月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

総合型選抜 学校推薦型選抜 一般選抜

合格発表 11/１以降 出願開始  11/１以降

合格発表 12/１以降

共通テスト出願
9/25～10/7

私立大出願

私立大３月入試

３月

受ける方式によって
受験スケジュールは大きく異なるので注意

国公立大出願
１/25～2/3

国公立大前期日程
２/25～

公立大中期日程
３/８～

国公立大後期日程
３/12～

試験本番

大学入学共通テスト 2027/1/16・17 私立大
一般選抜
１月下旬～

出願準備  
５～６月から

出願準備 
5~6月から出願開始  9/1以降



メリット
・「絶対入学したい！」第1志望の大学への入学の

 チャンスを広げ、早く合格を決められる
（指定校、学校推薦型公募制（専願）総合型（専願））

・併願可の私大に早い段階で合格できれば、
滑り止めが確保できるので、
安心して国公立等第一希望の受験の準備に取り組める



デメリット
・志望理由書の準備、小論文や面接の練習で

かなり時間を取られる
＝学習との両立がかなり大変！

・合格の可能性は高くない。
（国公立推薦入試の合格率 ３割～４割程度）
（指定校以外の推薦合格率 ５割程度）
不合格時にすぐに切り替えられるメンタルの強さが必要！

・滑り止め（併願可の学校のみ）が早い段階でできたことで、
人によってはそれ以降伸びにくくなる可能性も…



メリット＆デメリット
をよく検討した上で、

推薦入試を受験するかどうかを考える必要あり。



①一般選抜

共通テスト出願（９/1～）
⇓

共通テスト（１／１６・１７）
⇓

出願（１／２５～２／３）
【注】前・中・後期同時出願

⇓
二次試験 前期 ２／２５～

中期 ３／ ８～
後期 ３／１２～

②推薦入試
学校推薦型選抜（公募制のみ）

①共通テストを課さない推薦（１１月出願）

②共通テストを課す推薦
（事前：１２月出願or事後：１月出願）

・出願人数制限がある場合は校内選考
・出願要件を満たす場合のみ出願できる
・国公立大学の推薦は１大学１学部１学科１専攻

総合型選抜
・選考方法は、対話重視型、書類・論文重視型等

国公立大学の入試のまとめ(２０２７年度入試）



【大学入学共通テストの出願について】

昨年度から：高校を経由せず、受験生本人が大学入試センターに
オンラインで出願する。
要項冊子は発行されず、各自がweb上で確認する 
受験生はマイページを作成し、
受験科目の登録や出願内容の変更なども行う



私立大学の入試のまとめ

①一般選抜

一般試験
個別学力試験を課す

共通テスト併用試験・利用試験
＊共通テストの結果と個別学力試験
＊共通テストの結果のみで合否決定

②推薦入試

学校推薦型選抜
・公募制（専願・併願可）
・指定校制（現役生のみ）

総合型選抜
・特奨生入試
・高大接続入試など



③進路関係年間計画（３年生）







進路支援計画
(1,2,3年生用)

HP掲載



④受験生の保護者としての心構え



「少し後ろからの伴走者」のスタンスで
お金のこと、親としての希望など、伝えるべきことを

早い段階できちんと伝え、お子様の選択を了承できたら、

その後は、見守り、支えることを中心に。

とはいえ、任せっきりではなく、

「お子様が今何を考えて、どのような動きをしているか」を

確認しつつ、求められた時に必要なアドバイスやサポートを。



入学手続き以前にかかる費用
受験料： 共テ              18,000円

国公立二次  約17,000円
私大1方式   約35,000円

＋
滑り止め校入学金：     約20万円（基本的には返還されません）

受験料の全国平均約30万円
本校私大受験数：5・6方式は基本

       10方式は一般的
       30方式越えも…
       （セット割りもあり）



自治体の奨学金

各大学の奨学金

企業の奨学金

奨学金：お子様が借りて返済するもの
（この後説明があります）

教
育
ロ
｜
ン
：
保
護
者
が
借
り
て
返
済
す
る
も
の

夏
の
懇
談
で
資
料
配
布



特に注意していただきたい時期

・夏と冬の懇談 … 事前に必ずご家庭で話し合いの時間を！

・模試のピーク時（10月）

入試の時期 …体調面、精神面での支えに！



出願手続き：必ず親子で確認を！

共通テストをはじめ多くの大学がweb上の要項＆出願

 小さな画面上ではなく、必ず印刷して、

紙面上でマーカーを引きながら確認。

 出願締め切り（消印有効？必着？）
 出願書類（同封するものは？不備はない？）

   出願手続き（いつまでにいくら支払うのか？）



お子様自身が主体的に考え、

 決定し、

 全力で努力する

来年の春、充実した思いで
新しい場所での生活をスタートできるように…

家庭と学校が連携してサポートする



ご協力よろしくお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました。
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